
１．はじめに

　 我 が 国 で は 明 治 期 以 降 、 鉄 道 を 中 心 と し た 交 通 網 が

整 備 さ れ 、 各 地 域 の 国 土 上 の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 変 化

さ せ て き た が 、 個 別 に み る と 早 期 に 交 通 整 備 が 進 ん だ

と こ ろ と 、 相 当 遅 れ た と こ ろ が 存 在 し て お り 、 地 域 人

口などに大きな影響を及ぼしてきたと考えられる。

　 こ の よ う な 交 通 網 整 備 が 地 域 人 口 に 与 え る 影 響 に つ

い て は 中 川 ・ 西 村 ・ 波 床 １１１１））））に よ り 、 鉄 道 整 備 が 市 町 村

人 口 の 長 期 的 変 遷 に 及 ぼ し て き た 影 響 に つ い て 分 析 が

行 わ れ 、 市 町 村 の 人 口 規 模 よ り も 鉄 道 網 の 整 備 時 期 の

方 が 長 期 的 な 市 町 村 人 口 の 推 移 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し

て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 ま た 、 都 市 間 交 通

網 整 備 に つ い て は 、 文 献 2 ) に お い て 都 道 府 県 庁 所 在 都

市 間 の 交 流 可 能 性 の 長 期 的 な 変 遷 を 分 析 す る こ と に よ

り 、 鉄 道 網 整 備 途 上 や 高 速 交 通 機 関 の 整 備 途 上 に お い

て 、 交 流 可 能 性 の 地 域 間 格 差 が 大 き く 広 が る 期 間 が あ

る こ と が 定 量 的 に 示 さ れ て お り 、 都 道 府 県 人 口 の 推 移

との関係についての示唆もなされている。

　 本 研 究 は 、 都 市 間 交 通 網 整 備 に よ り 交 流 可 能 性 の 向

上 が 比 較 的 早 か っ た 都 道 府 県 と そ う で な か っ た 都 道 府

県 と を 比 較 す る こ と に よ り 、 都 市 間 交 通 網 整 備 に よ る

交 流 可 能 性 の 変 遷 の 特 徴 が 都 道 府 県 人 口 の 長 期 的 推 移

に与えてきた影響について考察を行ったものである。

２．明治期以降の都市間交通網整備

(1)都市間交通網整備の概要

　 表 １ は 明 治 期 以 降 の 主 要 な 時 点 に お け る 都 市 間 交 通

網 の 整 備 状 況 の 概 要 を 表 し た も の で あ る が 、 明 治 ～ 大

正 期 で は 「 新 首 都 で あ る 東 京 と 各 都 道 府 県 庁 所 在 地 を

鉄 道 で 結 ぶ 」 と に 基 本 的 方 針 に 基 づ き 、 東 京 を 起 点 と

す る 幹 線 鉄 道 の 建 設 が 先 ず 行 わ れ 、 次 に こ の 幹 線 鉄 道

と 各 都 道 府 県 庁 所 在 都 市 を 結 ぶ 鉄 道 建 設 に よ り 、 大 正 期

ご ろ ま で に 都 道 府 県 庁 所 在 都 市 間 が 全 国 的 な 鉄 道 ネ ッ ト

ワークにより結ばれている。

　 ま た 、 戦 後 は 経 済 成 長 に 伴 い 、 鉄 道 の 輸 送 力 が 問 題 と

な り は じ め 、 輸 送 力 増 強 策 の 一 貫 と し て 在 来 線 の 複 線 化

や 電 化 、 新 幹 線 の 建 設 、 空 港 整 備 な ど が 行 わ れ る よ う に

な っ て き て い る が 、 鉄 道 の 輸 送 力 の 逼 迫 し た 区 間 、 即 ち

人 口 密 集 地 域 を 結 ぶ 区 間 に お い て 整 備 が 先 行 し て 行 わ れ

ている。

(2)地域間交流可能性の変化

　 こ の よ う な 交 通 網 の 変 遷 を 地 域 間 交 流 可 能 性 の 変 化 と

し て と ら え る こ と は 、 都 市 間 の 空 間 的 抵 抗 と し て 「 滞 在

可 能 時 間 」 を 用 い て 文 献 2 ) で 行 わ れ て い る が 、 都 市 間 交

通 の 所 要 時 間 を 表 す 指 標 と し て は 、 そ の 定 義 か ら 、 「 積

み 上 げ 所 要 時 間 」 が 交 通 機 関 の フ リ ー ク エ ン シ ー な ど を
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表１　主な年次における交通網の概要
年次 交通網の概要

1898
明31

鉄道網の骨格が形成されつつあるが,鉄道が未整備,或いは整
備されていても東海道線などを中心とするﾈｯﾄﾜｰｸに接続して
いない県が17(秋田,山形,新潟,山梨,富山,和歌山,鳥取,島根,
徳島,香川,高知,愛媛,山口,大分,宮崎,長崎,鹿児島)ある　

1915
大4

奥羽線,北陸線,信越線,中央線,鹿児島線などが全通し,山陰線,
日豊線なども一部開通したため,ほとんどの都市が鉄道でつ
ながった　しかし,四国4県と宮崎は未整備である　

1934
昭9

羽越線,日豊線,山陰線,などが全通するとともに,高山線,伯備
線豊肥線などの横断線路も整備され,土讃線を除き幹線はほ
ぼ完成している　また,一部に航空路線が開設されているが運
賃や運送力の面で交通ﾈｯﾄﾜｰｸとしてはまだ一般的ではない　

1950
昭25

交通ﾈｯﾄﾜｰｸ自体は1934年時点と大差ないが,GHQの軍用輸送
が行われるなど,第二次世界大戦の影響が残っている　経済的
に疲弊しているので,交通網に対する大規模な投資はほとん
ど行われていない　戦争の影響でこの時点においては航空路
線は存在していない　

1961
昭36

新幹線開業3年前で,在来線については現在とほぼ同じﾈｯﾄﾜｰｸ
が完成し,複線化,電化等の輸送力増強が,進められている　東
海道線などでは優等列車が多数運行され,ｽﾋﾟｰﾄﾞ,ﾌﾘｰｸｴﾝｼｰの面
で地方との差が生じている　また航空路線が増加しつつある　

1975
昭50

東海道,山陽新幹線が全通し,航空路線もかなり普及している
　特に新幹線の延伸の影響として,西日本方面の交通利便性が
比較的高くなった時期でもある　

1990
平2

東海道,山陽,東北,上越の各新幹線が開業し,青函ﾄﾝﾈﾙ,瀬戸大
橋の開通によって北海道,本州,四国,九州の全都道府県が鉄道
でつながっている　航空路線も増加し,沖縄を含めたﾈｯﾄﾜｰｸが
できている　

近代
交通
以前

鉄道などの交通機関を利用できない状態を想定　道路(街道)
を徒歩によって移動する場合　本研究では鉄道などの交通機
関整備以前の状況を表現するものとして用いる　



考 慮 で き る 点 で 優 れ て お り ３３３３））））４４４４））））、 本 研 究 で は 、 ま ず 、

同 指 標 を 用 い て 明 治 期 以 降 の 表 １ に 示 す 7 年 次 に つ い

て地域間交流可能性の変遷を求めた。

　 こ の う ち 明 治 期 の 鉄 道 網 の 整 備 途 上 と 昭 和 期 の 高 速

交 通 機 関 の 整 備 途 上 と に あ た る 期 間 そ れ ぞ れ に つ い て

交 流 可 能 性 の 対 全 国 合 計 比 の 変 化 率 を 算 出 し た も の が

図 １ お よ び 図 ２ で あ る 。 な お 、 交 流 可 能 性 は 下 に 示 し

た 式 に よ り 算 出 し 、 T i j に は 都 道 府 県 庁 所 在 都 市 間 の 積

み 上 げ 所 要 時 間 、 都 道 府 県 人 口 Ｐ j は 1 9 3 4 年 以 降 に つ

い て は 最 も 近 い 国 勢 調 査 時 の 人 口 を 、 そ れ 以 前 は 内 閣

訓 令 第 １ 号 ( 明 治 3 1 年 ) に 基 づ い て ５ 年 ご と に 実 施 さ れ

た 人 口 調 査 か ら 算 出 さ れ た 乙 種 現 住 人 口 を 用 い た 。 ま

た 近 代 交 通 機 関 出 現 以 前 を 表 す 「 近 代 交 通 以 前 」 に つ

い て は 1 8 9 0 年 の 乙 種 現 住 人 口 を 用 い た 。 α に つ い て

は 、 府 県 間 の 時 間 距 離 と 旅 客 流 動 量 と の 関 係 を 参 考 に

定 め 、 異 な る 年 次 間 で の 地 域 の 相 対 的 な 交 流 可 能 性 の

比 較 が で き る よ う に 、 年 次 ご と に 東 京 ～ 大 阪 間 の 時 間

距離をもとに調整を行っている。

exp(α･Ｔij)

ＰjΣ
j

ACSi＝ (式１)

　 図 １ は 「 近 代 交 通 以 前 」 と 鉄 道 網 整 備 途 上 の

1 8 9 8 ( 明 治 3 1 ) 年 と を 比 較 し た も の で あ る が 、 1 8 9 8 年 に

お い て 交 流 可 能 性 の 対 全 国 合 計 比 を 向 上 さ せ た の は 本

州 の 太 平 洋 側 地 域 な ど で 多 く 、 日 本 海 側 や 四 国 ・ 九 州

で は 逆 に 低 下 し て い る 。 ま た 図 ２ は 在 来 線 の 改 良 や 航 空

路 線 の 本 格 的 開 設 が 行 わ れ る 直 前 の 1 9 5 0 ( 昭 和 2 5 ) 年 と そ

の 整 備 途 上 で あ る 1 9 6 1 ( 昭 和 3 6 ) 年 と を 比 較 し た も の で あ

る が 、 交 流 可 能 性 の 対 全 国 合 計 比 を 向 上 さ せ た の は 首 都

圏 ・ 近 畿 圏 ・ 福 岡 県 の ほ か 、 航 空 路 線 の 開 設 に よ る 北 海

道や九州の一部である。

　 こ の よ う に 、 都 市 間 交 通 網 の 整 備 過 程 に お い て は 時 期

的 ・ 地 理 的 な 特 徴 が 存 在 し て お り 、 都 道 府 県 人 口 の 長 期

的な推移に大きく影響していると考えられる。

３．都道府県人口への影響の分析方法

(1)分析の概要

　 前 章 の よ う な 都 市 間 交 通 網 整 備 の 特 徴 に よ る 都 道 府 県

人 口 の 推 移 を 分 析 す る た め 、 地 理 的 ・ 歴 史 的 に 特 殊 な 事

情 に あ る 沖 縄 を 除 く 4 6 都 道 府 県 を ( a ) 鉄 道 網 整 備 途 上 の

「 近 代 交 通 以 前 」 か ら 1 8 9 8 年 に か け て 交 流 可 能 性 の 対 全

国 合 計 比 を 向 上 さ せ た 地 域 と そ う で な い 地 域 、 ( b ) 高 速

交 通 機 関 整 備 途 上 の 1 9 5 0 年 か ら 1 9 6 1 年 に か け て 交 流 可 能

性 の 対 全 国 合 計 比 を 向 上 さ せ た 地 域 と そ う で な い 地 域 に

そ れ ぞ れ 分 類 し 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ た 計 ４ 分 類 で 1 8 9 0

年 か ら 1 9 9 0 年 の 1 0 0 年 間 の 長 期 的 な 人 口 の 推 移 を 比 較 し

た 。 各 分 類 に 含 ま れ る 地 域 を 表 ２ に 示 す が 、 以 下 の 分 析

では同表のカテゴリ番号を用いて説明を行う。

1.3倍以上

1.1倍以上　1.3倍未満

0.9倍以上　1.1倍未満

0.7倍以上　0.9倍未満

0.7倍未満

図１　交流可能性(対全国合計比)の変化 
(「近代交通以前」と1898年の比較)

1.3倍以上

1.1倍以上　1.3倍未満

0.9倍以上　1.1倍未満

0.7倍以上　0.9倍未満

0.7倍未満

図２　交流可能性(対全国合計比)の変化
　　　　　　　　　(1950年と1961年の比較)



(2)長期的な人口推移

　 こ れ ら ４ 群 の 人 口 を そ れ ぞ れ 集 計 し 、 全 国 人 口 に 対

す る シ ェ ア を 求 め 、 さ ら に 、 1 8 9 0 年 に お け る 各 々  の シ

ェ ア 値 を １ と し て 基 準 化 を 行 っ た 結 果 、 図 ３ の よ う な

推 移 が 得 ら れ た 。 な お 、 都 道 府 県 人 口 は 1 9 2 0 年 以 降 は

国 勢 調 査 人 口 を 、 そ れ 以 前 に つ い て は 前 章 で 説 明 し た

乙種現住人口を用いた。

　 同 図 か ら 、 鉄 道 網 の 整 備 期 お よ び 高 速 交 通 機 関 の 整

備 期 と も に 比 較 的 早 期 に 交 流 可 能 性 を 向 上 さ せ た カ テ

ゴ リ 2 2 が 最 も 人 口 シ ェ ア の 伸 び が 大 き く 、 そ れ 以 外 は

シ ェ ア が 低 下 し 続 け て い る が 、 人 口 シ ェ ア の 増 加 傾 向

の 強 い 順 に 、 鉄 道 網 の 整 備 期 の み 早 期 に 交 流 可 能 性 を

向 上 さ せ た カ テ ゴ リ 2 1 、 高 速 交 通 機 関 の 整 備 期 の み 早

期 に 交 流 可 能 性 を 向 上 さ せ た カ テ ゴ リ 1 2 、 鉄 道 網 整 備

期 お よ び 高 速 交 通 機 関 整 備 期 と も に 交 流 可 能 性 の 向 上

が 遅 か っ た カ テ ゴ リ 1 1 と な っ て お り 、 カ テ ゴ リ 1 1 が 最

も減少傾向が強くなっている。

　 な お 、 こ れ ら 順 序 は カ テ ゴ リ の 分 類 が 戦 後 の 高 速 交

通 機 関 整 備 の 状 況 を 含 め た 分 類 に も 関 わ ら ず 、 1 9 1 0 年

に お い て カ テ ゴ リ 1 2 と カ テ ゴ リ 2 1 の 順 序 が 入 れ 替 わ っ

た以外は、1890年以降全く同じ順序となっている。

(3)人口推移状況の分析

　 図 ３ に お い て 各 群 の 人 口 シ ェ ア の 推 移 を 詳 し く 分 析

す る と 、 鉄 道 整 備 期 も 高 速 交 通 機 関 整 備 期 も 早 期 に 交

流 可 能 性 を 向 上 さ せ た カ テ ゴ リ 2 2 は 1 8 9 0 年 以 後 、 戦 時

中 を 除 い て 一 貫 し て 人 口 が 増 加 し て お り 、 1 9 7 0 年 頃 以

降 は 増 加 傾 向 が 鈍 化 し て い る 。 ま た 、 鉄 道 整 備 期 も 高

速 交 通 機 関 整 備 期 も 交 流 可 能 性 の 向 上 が 遅 か っ た カ テ

ゴ リ 1 1 は 戦 時 中 を 除 い て 一 貫 し て 人 口 シ ェ ア を 減 少 さ

せ て い る 。 一 方 、 カ テ ゴ リ 2 1 と カ テ ゴ リ 1 2 は 1 8 9 0 年 以 降

人 口 が 減 少 傾 向 で あ る も の の 、 カ テ ゴ リ 1 1 よ り は そ の 程

度 が 小 さ く 、 カ テ ゴ リ 2 1 は 1 9 7 0 年 前 後 以 降 は 減 少 に 歯 止

め が か か っ て い る が 、 カ テ ゴ リ 1 2 は 1 9 6 0 年 頃 以 降 は 急 速

に人口シェアを減少させている。

　 以 上 よ り 、 基 本 的 に は 都 市 間 交 通 網 整 備 が 比 較 的 早 い

地 域 と 遅 い 地 域 で は 、 早 い 地 域 の 方 が 人 口 の 増 加 傾 向 が

大 き か っ た と 言 え る が 、 1 9 6 0 年 以 降 の 高 速 交 通 機 関 の 整

備 過 程 に お い て は 、 明 治 期 の 鉄 道 網 整 備 に よ る 地 域 開 発

効 果 の よ う な 明 快 な メ カ ニ ズ ム で は な く 、 複 雑 な 機 構 を

経た地域変化が生じているのではないかと考えられる。

　 ま た 、 鉄 道 整 備 は 早 か っ た が 人 口 シ ェ ア の 増 加 の 小 さ

か っ た カ テ ゴ リ 2 1 で は 高 速 交 通 機 関 整 備 が 遅 れ 、 逆 に 鉄

道 網 整 備 は 遅 か っ た が 比 較 的 人 口 シ ェ ア の 低 下 が 軽 微 で

あ っ た カ テ ゴ リ 1 2 で は 早 期 に 高 速 交 通 機 関 整 備 が 行 わ れ

て お り 、 戦 後 の 交 通 網 整 備 の 基 本 で あ る 採 算 性 の 原 則 を

裏付けるものではないかと考える。

４．都市間交通網整備以外の要因についての考察

(1)地域の人口集積

　 都 道 府 県 人 口 の 推 移 に 影 響 を 与 え る 原 因 と し て は 、 都

市 間 交 通 網 整 備 以 外 に も 、 都 道 府 県 の 人 口 集 積 状 況 な ど

の 原 因 が 考 え ら れ る 。 図 ４ は こ の よ う な 要 因 に つ い て 考

察 す る た め 、 1 8 9 0 年 に お け る 各 都 道 府 県 を そ れ ぞ れ の 人

口 密 度 に よ り ４ 段 階 に 分 類 し 、 人 口 を そ れ ぞ れ の 群 に つ

い て 集 計 し 、 全 国 人 口 に 対 す る シ ェ ア を 求 め 、 さ ら に 、

1 8 9 0 年 に お け る 各 々  の シ ェ ア 値 を １ と し て 基 準 化 を 行 っ

たものである。

　 同 図 で は 、 必 ず し も 人 口 密 度 が 高 い ほ ど そ の 後 の 人 口

　　表２　交流可能性の変遷の特徴による分類
交流可能性向上
鉄道
整備

高速
交通 数 都道府県

変 11 遅い 遅い 16 宮城 山形 富山 石川
遷 福井 山梨 三重 和歌山
の 鳥取 島根 山口 徳島
特 香川 高知 佐賀 大分
徴 12 遅い 早い 6 秋田 新潟 愛媛 長崎
に 宮崎 鹿児島
よ 21 早い 遅い 12 岩手 福島 茨城 栃木
る 群馬 長野 岐阜 静岡
カ 奈良 岡山 広島 熊本
テ 22 早い 早い 12 北海道 青森 埼玉 千葉
ゴ 東京 神奈川 愛知 滋賀
リ 京都 大阪 兵庫 福岡
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図３　交流可能性の変遷の特徴による都道府県群の
　　　　　　人口シェアの推移(1890年を１とする)



増 加 傾 向 が 大 き い と は 言 え な い が 、 そ れ ぞ れ の 推 移 を

詳 し く 分 析 す る と 、 わ が 国 の 交 通 網 整 備 に 関 連 す る と

考えられるいくつかの特徴がみられる。

　 1 8 9 0 年 以 降 、 人 口 密 度 が 1 0 0 人 / K m ２ 未 満 の 地 域 と

2 0 0 人 / K m ２ 以 上 の 地 域 で の 人 口 増 加 の 傾 向 が 大 き く 、

特 に 1 0 0 人 / K m ２ 未 満 の 地 域 は 鉄 道 整 備 の 影 響 が 大 き い

と 考 え ら れ る が 、 幹 線 鉄 道 網 の 整 備 が ほ ぼ 行 き 渡 っ た

1 9 2 0 年 頃 以 降 は 人 口 の 増 加 傾 向 が 停 滞 し 、 戦 後 は 減 少

傾 向 が 著 し く な っ て い る 。 一 方 、 1 0 0 ～ 1 5 0 人 / K m ２ の

地 域 と 1 5 0 ～ 2 0 0 人 / K m ２ の 地 域 で は 、 戦 後 ま で は ほ ぼ

同 様 の 推 移 で あ る が 、 1 9 6 0 年 頃 以 降 は こ の 時 点 に お い

て も 人 口 密 度 の 高 い 1 5 0 ～ 2 0 0 人 / K m ２ の 地 域 の 方 が や

や人口のシェアは大きくなっている。

　 こ れ ら の こ と か ら 、 明 治 期 か ら 大 正 期 に か け て の 鉄

道 網 の 整 備 過 程 に お い て は 、 地 域 の 人 口 集 積 は そ の 後

の 人 口 推 移 に あ ま り 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い な い が 、

戦 後 に お い て は 人 口 の 集 積 は そ の 後 の 人 口 推 移 に 影 響

を与えているのではないかと考えられる。

(2)工業地域の整備

　 都 市 間 交 通 網 整 備 以 外 の 要 因 と し て は 、 工 業 の 先 行

的 配 置 に よ る 人 口 の 定 着 を ね ら っ た 、 戦 後 の 拠 点 開 発

な ど も 考 え ら れ る 。 図 ５ は 沖 縄 を 除 く 4 6 の 都 道 府 県 を

新 産 業 都 市 の あ る 地 域 、 工 業 整 備 特 別 地 域 の あ る 地

域 、 四 大 工 業 地 帯 の あ る 地 域 、 お よ び そ れ 以 外 に ４ 分

類 し 、 そ れ ぞ れ の 群 ご と に 都 道 府 県 人 口 を 集 計 し 、

1 9 5 0 年 に お け る 人 口 シ ェ ア を １ と し た 場 合 の 人 口 推 移

を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 工 業 整 備 特 別 地 域 の あ る

県 の う ち 、 愛 知 や 兵 庫 な ど は 四 大 工 業 地 帯 が あ り 、 茨

城 は 新 産 業 都 市 が あ る が 、 こ れ ら は 重 複 し て 集 計 し

た 。 同 図 か ら 、 必 ず し も 政 策 的 な 工 業 地 域 整 備 に よ る 拠

点 開 発 は 地 域 振 興 に は 結 び つ い て い な い こ と が わ か る 。

特 に 新 産 業 都 市 に 関 し て は 政 策 実 施 の 1 9 6 2 年 以 降 、 人 口

シェアの低下が大きい。

５．まとめ

　 以 上 の よ う に 、 都 道 府 県 人 口 の 長 期 的 な 推 移 は 基 本 的

に 都 市 間 交 通 網 整 備 に よ り 早 期 に 交 流 可 能 性 を 向 上 さ せ

た 地 域 で は 人 口 の 増 加 傾 向 が 大 き く 、 特 に 明 治 ～ 大 正 期

に お い て は 人 口 の 集 積 よ り も 鉄 道 網 の 整 備 期 が 強 く 関 係

し て い る と 考 え ら れ る 。 戦 後 は 人 口 に 代 表 さ れ る 地 域 機

能 の 集 積 も 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ る が 、 意 図 的 に 工 業

な ど の 地 域 機 能 を 集 積 さ せ て も 地 域 人 口 の 増 加 に は 結 び

つ い て い な い こ と か ら 、 全 国 的 な 都 市 間 交 通 網 整 備 に よ

る 大 規 模 な 圏 域 形 成 の 影 響 も 考 え ら れ 、 文 献 5 ) の よ う な

分析を試みることも必要と考える。
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図４　1890年の人口密度による都道府県群の
　　　　　人口シェアの推移(1890年を１とする)

200人/Km 2以上

150～200人/Km 2

100～150人/Km 2

100人/Km 2未満

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990
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